
政府（系） MIT 企業など

（１章） ジャクソン（MIT学長）
1920年代 
送電技術

エレクトロニクス研究所　RLE 
1946  Julius A. Stratton

エレクトロニクス共
同事業　JSEP

ラド・ラボ（RL）Lee DuBridge, 
I. I. Rabi.  1940.10 ? - 1945

マイクロ波委員会 
ルーミス，ボウルズ

国立防衛研究委員会NRDC 
1940.6. 委員長V.ブッシュ

ラウンド・ヒル（閉鎖1937） 

ストラットン1930  
に古典的論文 

ウィーナー，ブッシュボウルズ

J. ストラットン1920年
入学 
無線通信に関心

資金管理 

プラズマ物理研究プログ
ラム，ブラウン，アリス

レイセオン，シル
バニアなど

人材，コンサル 
RLE, 1945?

空軍科学特別諮問委
員会 SAB, ヴァレー

防空システム技術委
員会　ADSEC 
1950.12, ヴァレー

リンカーン研究所 
1950?  1954年に移転

MITRE (SAGEの管理) 
1958（SAGE製造開始
も）

DEC など

上級コース履修，11

AT&T連携教育プログラム

ベル研究所
交流

スペリーのヒュー・
ウィリス，1937計器着陸システム

マイクロ波研究プログラム 

コンプトン学長 
1940年5月暫定経費 

̶̶̶̶朝鮮戦争, 1950̶̶̶̶

レクチャー 

SAGEプロジェクト 
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進行波管研究プロジェクト

スタンフォード・エレクトロニ
クス研究所（SEL）,1955- 

エレクトロニクス研究所（ERL） 
1949年までに年50万ドル契約

無線工学研究所（RRL） 
1942 
所長：フレデリック・ターマン 

応用エレクトロニク
ス研究所（AEL） 
公開研究 

76,000ドル／年
ONR

ショックレイ・セミ
コンダクタ社 

エレクトロニクス防
衛研究所（EDL）
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ドレーパー，機器研究
所設立，1934年

ガスタービン研究所，1947年

対日戦のための秘密研究
所(CIDL)

海軍超音速研究所と改称

グッゲンハイム航空
学振興トラスト

設立
海軍

ライト兄弟風洞，
1938年

23万ドルの補助
金,1926年

空力弾性・構造研究所

スペリー・ジャイ
ロスコープ社支援

機器研究所に「学位論文機
密担当」設置，1956年

Mark 14（対空砲照
準器）を85,000 基
余製造

戦後 

グッゲンハイム研究所？

内燃機関研究所 
CF テイラー

ハンセーカーの教員委員会 

海軍超音速風洞，1949 ライト航空開発，
ボーイング，ヒュー
ズ・・・

ポラリス・ミサイル
開発契約，1956年

アポロ計画のナビシ
ステム開発契約，
1961年



政府（系） スタンフォード 企業など

４章 

デュラン，空気力学実験室，
40m/s風洞

MIT，ドレーパー 
慣性誘導装置で契
約，1956?

航空工学科

戦略ミサイル評価委員会 
1953

ロッキード 
ミサイル部門 
(Missiles Systems 
Division) 設立，
1954 
偵察衛星デザイン
コンペ獲得，1956 
ディスカバラー，
1960． 
SAMOS，1960．
MIDAS，1961

産・官・学トライアングル
NACAエイムズ航空
研究所

ランド研究所，秘密
報告．1946

グッゲンハイム基金

1926年，33万ドル

偵察衛星秘密報告

航空工学，独立大学
院，1959 
Chairman: Nicholas 
Hoff

宇宙科学工学セン
ター，1969

Missiles and 
Space と改名
(1959)
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　（戦後） 
核科学工学研究所
（LNSE），1945

核工学の大学院課程を独立，
M.ベネディクト，1951

医療用の静電加速器，1930年代

MIT原子炉，1958

学生派遣
海軍原子力部門，
リックオーバー

支援

ノーチラス号の
設計・建造開始，
1950 

ブルックヘブン国立研
究所，1947

ユニオン・カーバイド 
ロックフェラー財団

5MeV ヴァンデ
グラーフ加速器

ロックフェラー財団12MeV ヴァン
デグラーフ加速

海軍研究所
（ONR）

5万ドル（1945年）30万ドル

スレーターがコンプトンの申し出を
受け，物理学科長に．1930年6月

ジョージ・ハリソンの分光学
研究室，MIT波長表，1939年

海軍 年60万ドル，1946年 

シッピングポー
ト原発 
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ハンセンとヴァリアン，ク
ライストロンを発明, 1936?

応用物理学科,1963  
チョドロウ他

通信部隊，空軍，海軍

マイクロ波研究所，
1944年 
ギンズトン副所長 
1947チョドロウ参
加　1949ギンズト
ン所長 

チョドロウ所長, 
1959

加速器研究に
$26,000, 1946年

ONR

ロングアイランドに
研究センター，
1940 

スペリー社

独占ライセン
ス，資金提供

クライストロン
研究者

JSEP (MIT)

大規模契約

ヴァリアン・アソシ
エイツ，1948設立 

年70万ドル

ハンセン，ヴァリ
アン，ギンズトン

高エネルギー
物理学実験室
(HEPL),1954
年独立 

1955年，プロ
ジェクトM

下院
1.14億ドル，
1961年

物理学科 電気工学科

提案

ギンズトン・
ラボラトリー 
1949 

ウェブスター 
物理学科長

ターマン 
副学長, 1955

ターマン, 
ブロッホ

1959年，ギンズトン
が会長に
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絶縁体研究所（LIR） 
ヒッペル

国立大型マグネット研 
(リンカーン), 1958

特別委員会（AEC，原子炉
素材研究）

330万ドル 
ARPA

再編成 
スレーター，ヒッペル

設立，運営資金，1960 

材料科学工学センター
（CMSE），1961

GE，レイセオ
ンなど

委員長にスレーター，1949

空軍

材料科学研究推進
の委員会，1959

創立記念の企業向けシン
ポ，1962 参加，支援 
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材料科学研究センター
(CMR)，ハギンズ，1961

資金，委
託研究

ARPA 材料科学プログラム，
ハギンズ，1968-
1970

組織再編

材料科学研究所 (MRL) 
1972NSF

所管


